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　今年は、１０月３日が「中秋の名月」となり、お月さんが美しい
姿を見せました。この日は、村内各地で「十五夜」の綱引きが行わ
れました。
　中園地区では、毎年行われていますが、昨年より３地区子供会が
合同で行っています。この日も、子供会・保護者約３０名が参加して、
綱作りに挑戦しました。
　保護者が地区住民の指導を受け、交代で「わら」をなっていきま
した。作り上げた綱で子供たちは「ヨイショ・ヨイショ」と掛け声
をあげながら、綱を引き「十五夜」の夜を過ごしました。

　月明かりのもと元気に綱引き
～中園地区と一勝地第一小学校３地区子供会～
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「
待
望
の
診
療
所
が
開
所
」

～
無
医
地
区
の
解
消
へ　

神
瀬
地
区
巡
回
診
療
所
～

　

十
月
一
日
、
神
瀬
地
区
多
目
的
集
会
施

設
で
「
神
瀬
地
区
巡
回
診
療
所
」
の
開
所

式
が
行
わ
れ
、
桺
詰
恒
雄
村
長
、
村
議
会

議
員
、
蘇
春
堂
関
係
者
や
地
元
地
区
関
係

団
体
代
表
な
ど
約
六
〇
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

神
瀬
地
区
は
、
昨
年
神
瀬
診
療
所
の
上

田
博
章
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
、
無
医
地
区

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
村
が
県
と
一

勝
地
診
療
所
を
運
営
し
て
い
る
医
療
法

人
・
蘇
春
堂
と
協
議
し
、
巡
回
診
療
所
と

し
て
開
所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
瀬
地
区
巡
回
診
療
所
は

毎
週
水
曜
日
の
午
後
一
時

三
〇
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
、
球
磨
村
診
療
所
か
ら
橋

口
治
医
師
と
看
護
師
が
出
向

き
診
療
し
ま
す
。

　

診
療
初
日
の
十
月
七
日

は
、待
ち
に
待
っ
た
開
設
に
、

神
瀬
地
区
住
民
の
十
七
人
が

受
診
し
ま
し
た
。

　

翌
週
に
は
、
地
域
住
民
の

十
三
人
が
受
診
に
訪
れ
ま
し

た
。
受
診
し
た
女
性
は
「
待

ち
に
ま
っ
た
診
療
所
が
立
派

に
で
き
て
う
れ
し
い
。
今
ま

で
、
バ
ス
や
汽
車
で
一
勝
地

の
診
療
所
に
通
院
し
て
い
た

の
で
こ
れ
か
ら
気
軽
に
通
院

で
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
こ
の
診
療
所
が
開

所
し
た
こ
と
で
か
か
り
つ
け

医
を
変
え
た
」
と
い
う
方
も

お
り
、
地
域
住
民
で
開
所
を

喜
び
ま
し
た
。

待ちに待った診療所のテープカット

　

こ
の
度
、
神
瀬
地
区
巡
回
診
療
所
を
開
所
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
村
の
高
齢
化
率
は
、
三
七
・
八
％
と
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
お
り
、

過
疎
化
も
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

私
は
村
政
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
の
環
境
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
前
、
一
勝
地
地
区
に
お
い
て
、
十
年
間
無
医
地
区
の
期
間
が
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
に
「
球
磨
村
診
療
所
」
を
開
設
し
、
同
時

に
神
瀬
地
区
に
も
診
療
所
設
置
の
要
望
も
あ
り
、
建
物
を
新
築
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
、
上
田
先
生
が
診
療
活
動
中
で
し
た

の
で
、
閉
院
後
に
神
瀬
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と
で
計
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
、
上
田
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
ま
さ
に
無
医
地
区
と

な
り
、
早
急
な
診
療
所
の
開
設
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
人
吉
保
健
所
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
球
磨

村
診
療
所
を
中
心
に
蘇
春
堂
さ
ん
と
も
協
議
を
重
ね
、
本
年
五
月
に

見
通
し
が
立
っ
た
の
で
開
設
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
診
療
所
の

施
設
工
事
、
医
療
機
器
・
医
療
備
品
等
す
べ
て
の
準
備
が
整
っ
た
と

こ
ろ
で
、
九
月
末
に
医
療
法
人
蘇
春
堂
理
事
長
谷
口
ス
マ
様
と
契
約

を
結
び
、
十
月
一
日
に
開
所
式
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

診
療
に
は
、
球
磨
村
診
療
所
か
ら
毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
信
頼
が
厚
い
、
橋
口
先
生
は
じ
め
看
護
師
の
方
が
診
療

活
動
に
来
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
区
の
方
々
の
熱
意
が
こ
の
診
療
所
開
設
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

球
磨
村
長　

桺
詰　

恒
雄　

住民の信頼の厚い、橋口先生診　察　室
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「診療日・診療時間」
毎週水曜日　

　午後１時３０分から午後５時まで

球磨村診療所より、橋口医師や
看護師が出向いて診療

「神瀬地区巡回診療所」☎ ３４‐０６６６

処　置　室

待　合　室

　神瀬地区住民が待望していました診療所が、
桺詰村長始め、職員の方そして医療法人　蘇春
堂様のご尽力により、この度、開所しましたこ
とを地区民あげて大変喜んでいます。
　１０月１日に、来賓の方々、多数ご臨席して、
開所式が行われました。７日の診療初日には、
１７名の方が受診に来られ、１４日の２日目に
も１３名の方の受診がありました。これまで、
遠くまで病院に通っておられた方など受診でき
ることを喜んでおられました。
　将来、出来れば週２日の診療や福祉バスの運
行を診療日に併せていただければ、今以上に助
かると思います。
　最後に、橋口先生や看護師の方々には大変お
世話になりますが、よろしくお願いいたします。

神瀬地区代表区長

　日當　國弘さん
医療法人　蘇春堂　理事長

　谷口　スマ 様

　この度は、神瀬地区巡回診療所開設にあたり
まして巡回診療の重大な責務を担うことになり
ました医療法人蘇春堂を代表してご挨拶いたし
ます。
　桺詰村長はじめ、地元村議会議員の皆様や区
長さん、特に神瀬地域の方々の強い熱意により
まして、県や人吉保健所のご指導を仰ぎ開所を
迎えることが出来ました。
　これからは、橋口院長並びに職員一同、地域
福祉優先の初心を貫いて、地域の皆様、神瀬地
区の方々の命と暮らしを守る祟高な責務を果た
すことをお約束してご挨拶といたします。

球磨村診療所

　橋口　治 医師

　球磨村に来て、１０年になります。球磨村は
高齢化が進み、診療所にも大変苦労して通院し
て来られる方がおられるので、神瀬地区の方で
毎週水曜日の半日ではありますが、どうぞお気
軽に来所していただければと思います。
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村
づ
く
り
の
資
金
（
歳　

入
）

一
般
会
計
（
決
算
の
概
要
）

　

平
成
二
十
一
年
度
球
磨
村
議
会
九
月
定
例
会
で
、
平
成
二
十
年

度
球
磨
村
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
医

療
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、
簡
易
水
道
の
各
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
、
国
、
県
か
ら
の

補
助
金
な
ど
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
限
ら
れ
た
予
算
を
最

大
限
に
活
用
し
た
村
の
財
政
運
営
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

に
お
い
て
も
本
村
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
に
平
成
二
十
年

度
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
総
額
（
村
に
入
っ
た
お

金
）
は
三
十
億
八
千
七
百
五
十
一
万
一
千
円
、
歳
出
総
額
（
村

が
使
っ
た
お
金
）
は
、
三
十
億
八
百
四
十
二
万
八
千
円
と
な
り
、

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
七
千
九
百
八
万
三
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
災
害
復
旧
費
な
ど
の

二
千
七
百
五
十
九
万
七
千
円
が
平
成
二
十
一
年
度
へ
の
繰
越
財
源

平成 20 年度

決 

算

決
算
審
査
の
報
告

　

九
月
定
例
会
で
豊
永
征
介
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

豊
永
委
員
は
「
審
査
の
結
果
は
、違
法
な
点
は
見
受
け
ら
れ
ず
、

帳
簿
、
証
憑
書
類
と
合
致
し
て
お
り
、
決
算
係
数
は
正
確
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
予
算
の
執
行
、
収
入
支
出
事
務

の
処
理
及
び
財
産
管
理
に
つ
い
て
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
い

た
し
ま
し
た
」
と
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
と
地
方
交
付
税
や
補
助
金
等
の
依
存
財
源
と
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
平
成
二
十
年
度
決
算
の
中
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
税
金
額
は
二
億
四
千
八
百
十
二
万
四
千
円
で
、
昨
年
度
よ
り

二
百
十
八
万
九
千
万
円
の
増
額
（
〇
・
九
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
大
幅
な
増
収
は
期
待
で
き
ず
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

前
年
度
か
ら
五
千
三
百
四
十
二
万
円
の
増
額
（
三
・
三
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
歳
入
総
額
の
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
交
付
税
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
税
収
等
の
自
主
財
源
や
普
通
交
付
税
の
確
保
に
努
め
、
国
、

県
支
出
金
、
有
利
な
起
債
事
業
等
の
活
用
に
よ
っ
て
財
政
運
営
を
図
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【村税の構成】　　　　　（単位：千円）　構成率　％

村 民 税 85,822 34.6%
固 定 資 産 税 130,503 52.6%
軽 自 動 車 税 11,014 4.4%
市町村たばこ税 19,954 8.0%
入 湯 税 831 0.3%
村 税 合 計 248,124 100%

自
主
財
源

（
15・
０
％
）

自
主
財
源

（
15・
０
％
）

依　

存　

財　

源
（
85
・
０
％
）

依　

存　

財　

源
（
85
・
０
％
）

村税　248,124
分担金及び負担金　  21,017

（単位：千円）

使用料及び手数料　  10,367
財産収入　  40,803
寄附金　　　 240
繰入金　　 5,393
繰越金　  65,672
諸収入　  70,574

地方譲与税　  45,258

利子割交付金　　　 968

　地方交付税1,687,869

国庫支出金　382,963

県支出金　223,537

村債　234,668

配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

203
75

32,324
13,765
3,078
612

その他

（8.0％）
（0.9％）
（0.3％）
（1.3％）
（0.0％）
（0.1％）
（2.1％）
（2.3％）

（1.5％）

（0.0％）

（54.7％）

（0.0％）
（0.0％）
（1.0％）
（0.5％）
（0.1％）
（0.0％）

（12.4％）

（7.2％）

（7.6％）

歳入総額　3,087,510 千円
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村
の
将
来
の
た
め
に

（
歳　

出
）

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、行
財
政
の
創
造
性
、自
立
性
を
更
に
高
め
、

「
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

生
活
環
境
の
整
備
、
住
民
の
健
康
増
進
、
教
育
・
文
化
の
振
興
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一般会計決算
歳入歳出額の推移

（単位：百万円）

と
な
り
、
繰
越
明
許
費
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
（
収
入
と
支
出

の
差
）
は
、
五
千
百
四
十
八
万
五
千
円
で
、
平
成
二
十
一
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。

【特別会計決算】　　　（単位：千円）

H19決算 Ｈ20決算
前年比
（％）

1
国民健康保険

特別会計決算

歳入 714,025 679,783 △ 4.8

歳出 611,828 562,404 △ 8.1

2
老人保健医療

特別会計決算

歳入 753,029 112,256 △ 85.1

歳出 753,029 112,241 △ 85.1

3
後期高齢者医

療特別会計決算

歳入 50,377

歳出 50,271

4
介護保険特別

会計決算

歳入 618,176 614,191 △ 0.6

歳出 555,300 579,286 3

5
簡易水道特別

会計決算

歳入 80,945 99,393 22.7

歳出 68,214 78,830 15.6

歳出総額
3,008,428 千円

（単位：千円）

議会費　 61,885 （2.1％）

総務費　619,884（20.6％）

民生費　666,525（22.2％）

衛生費　204,953 （6.8％）

農林水産業費　306,050（10.2％）

商工費　　7,798  （0.3％）

土木費　218,503  （7.3％）

消防費　131,316  （4.4％）

教育費　246,886  （8.2％）

災害復旧費　110,929  （3.7％）

公債費　433,699（14.4％）
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十
月
十
七
、十
八
の
二
日
間
、
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
た
、第
三
十
回
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　
“
く
ま
む
ら
”」

が
晴
れ
渡
る
秋
空
の
も
と
、
各
団
体
が
思
考
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
会
場
内
で
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど
両
日
と
も
に
賑
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
は
三
田
明
さ
ん
で
、
熱

狂
的
な
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
方
も
来
場
。
こ
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
と

ド
ー
ム
内
は
、
三
田
さ
ん
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
多
く
の
観
客
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
午
前
十
一
時
、
村
内

の
渡
保
育
園
、
こ
が
ね
保
育
園
、

神
瀬
保
育
園
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で

開
幕
し
、
そ
の
後
に
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
急
流
戦
隊
Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク
マ

レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
恒
例
の
丸
太
切
り
大
会
で

は
、
第
三
十
回
の
ふ
れ
あ
い
祭
り

と
言
う
事
で
丸
太
も
昨
年
の
十
五

㎝
か
ら
二
十
㎝
に
変
わ
り
、
参
加

者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
な
か
な
か

木
落
と
す
こ
と
が
で
き
ず
、
三
人

一
組
の
チ
ー
ム
で
す
が
、ア
ン
カ
ー

ま
で
渡
ら
ず
敗
退
す
る
チ
ー
ム
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
で
大
人
気
の
大
衆

演
芸
「
い
ろ
は
座
」
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
四
人
の
踊
り
手
が
ス
テ
ー

ジ
狭
し
と
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
下
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
初

日
の
締
め
と
し
て
、
も
ち
投
げ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
関
西
カ
ワ
セ

ミ
会
の
里
帰
り
ツ
ア
ー
一
行
も
来

場
し
て
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
果
実
品
評
会
入
賞

者
、
農
林
産
物
品
評
会
入
賞
者
、

棚
田
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
桺
詰
村
長
よ

り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
文
化
交
流
で
は
、
村

内
よ
り
、
川
島
棒
踊
り
、
大
瀬
組

太
鼓
踊
り
、
小
川
建
築
踊
り
、
正

調
五
木
の
子
守
唄
、
五
木
村
田
口

太
鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

正
調
五
木
の
子
守
唄
は
、
全
国
に

知
れ
渡
っ
て
い
る
五
木
の
子
守
唄

と
は
違
い
、
幼
く
し
て
、
親
元
を

離
れ
た
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
す
た
め

に
、
子
供
の
背
中
を
軽
く
た
た
き

な
が
ら
、
語
り
か
け
る
よ
う
に
唄

う
も
の
で
、
来
場
者
は
静
か
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

商
工
会
主
催
に
よ
る
ク
マ
ち
ゃ

ん
シ
ー
ル
抽
選
会
後
、
三
田
明
歌

謡
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
ス
ー
ツ
姿

の
三
田
さ
ん
が
登
場
す
る
と
、
会

場
は
拍
手
と
歓
声
が
起
こ
り
、
大

勢
の
観
客
は
ス
テ
ー
ジ
に
釘
付
け

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
三
田
さ
ん
の
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
方
も
遠
方
よ
り
来
ら

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
福
引
大
会
が
行
わ

れ
、
多
数
の
景
品
が
ス
テ
ー
ジ
に

並
べ
ら
れ
、
当
選
番
号
が
呼
ば
れ

る
た
び
に
一
喜
一
憂
の
表
情
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
今
年
は
、
第

三
十
回
記
念
福
引
大
会
と
い
う
事

で
、
缶
ビ
ー
ル
一
年
分
、
カ
ッ
プ

麺
一
年
分
、ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ

一
年
分
な
ど
記
念
賞
品
も
あ
り
ま

し
た
。

　

祭
り
両
日
、
常
設
コ
ー
ナ
ー
も

賑
わ
い
を
見
せ
、
文
化
協
会
作
品

展
示
、
農
産
物
、
地
元
特
産
品
の

展
示
販
売
な
ど
多
彩
な
催
し
物
が

あ
り
、
熊
建
労
人
吉
球
磨
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
無
料
包
丁
研
ぎ
コ
ー

ナ
ー
と
と
も
に
各
団
体
の
バ
ザ
ー

等
大
勢
の
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

笑
っ
た　

食
し
た　

語
ら
っ
た

三
田
明
歌
謡
シ
ョ
ー
に
歓
声

第
三
十
回　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　

く
ま
む
ら

熱唱する三田明さん

受け継がれる伝統芸能（川島棒踊り）

２日間ともに大変賑わいました（芸能ショー時）

☆☆☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆☆☆
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第
二
回　

区
長
会
開
く

　

九
月
二
十
九
日
に
、
石
の
交
流

館
「
や
ま
な
み
」
で
、
第
二
回
区

長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
区
長
の
ほ
か
、
村
執

行
部
や
行
政
区
に
配
置
さ
れ
た
職

員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
桺
詰
恒
雄
村
長
が
「
村
の

行
政
発
展
の
た
め
に
区
長
を
は
じ

め
各
班
に
お
い
て
ご
協
力
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
ま
す
。

村
は
、
現
在
平
成
二
十
一
年
度
計

画
、
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
み
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
各
種
行
事
も
多
く

な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
各
課

長
か
ら
議
題
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
長
会
終
了
後
は
、
錦

町
役
場
で
、
錦
町
区
長
会
と
の
行

政
区
再
編
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
各
課
長
か
ら
の
説
明
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
議
題
で
行
事
が
終
了
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
い
ま
す
）

税 

務 

課

課
税
係

家
屋
の
移
動
に
伴
う
調
査
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
一
年
度
後
期
分
の
家

屋
の
新
築
、
増
改
築
、
取
り
壊
し
、

所
有
権
移
転
な
ど
の
移
動
が
あ
り

ま
し
た
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課

一
、
福
祉
バ
ス
の
利
用
実
績

　

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
運
行
開

始
し
た
福
祉
バ
ス
は
、
有
限
会
社

一
勝
地
タ
ク
シ
ー
に
委
託
し
、
昨

年
は
二
百
五
十
六
日
の
運
行
で
し

た
。
利
用
者
数
を
昨
年
と
比
較
す

る
と
二
百
五
十
三
人
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

三
ヶ
浦
線　
　
　
　

二
八
一
人

横
井
線　
　
　
　

二
五
六
八
人

大
槻
線　
　
　
　
　

七
七
一
人

遠
原
線　
　
　
　

一
〇
九
一
人

神
瀬
線　
　
　
　

一
一
一
六
人

川
岳
線　
　
　
　
　

一
五
六
人

二
、
日
赤
社
費
に
つ
い
て

　

日
赤
社
費
の
取
り
ま
と
め
に
つ

い
て
は
、
目
標
額
の
五
十
万
二
千

円
に
対
し
て
、
七
十
二
万
二
千
円

の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
表
彰
と
し
て
、二
十
七

人
に
対
し
て
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

三�

、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
に
つ

い
て

　

こ
の
事
業
は
、
五
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
健
康
体
操
や
講
話
、ゲ
ー

ム
な
ど
で
健
康
づ
く
り
や
寝
た
き

り
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民

福
祉
課
、
ま
た
は
近
く
の
民
生
委

員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

四�

、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

　

養
成
講
座
を
八
月
か
ら
九
月
に

か
け
て
全
四
回
実
施
し
ま
し
た
。

申
込
者
は
五
十
五
名
あ
り
、
そ

の
う
ち
四
回
受
講
さ
れ
た
方
が

二
十
七
名
が
、
サ
ロ
ン
に
お
い
て

運
動
支
援
等
の
活
動
を
す
る
「
ふ

れ
あ
い
応
援
団
」
と
し
て
登
録
い

た
だ
き
ま
し
た
。

五
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　

サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
対
し
て
、
活
動
に

応
じ
て
一
時
間
１
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
年
度
末
に
１
ポ
イ
ン
ト
を

百
円
に
換
算
し
、
五
千
円
を
限
度

と
し
て
活
動
費
を
支
払
う
も
の
で

す
。

六�

、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　

平
成
二
十
年
度
実
績

・
会
員
数
・
・
・
・
・
四
十
三
名

・
受
注
件
数
・
・
二
百
八
十
九
件

・
就
業
述
人
数
・
・
一
二
二
三
人

　

健
康
衛
生
課

一�

、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
問
診
票
配
布
に
つ
い
て

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
集

団
）
の
申
込
取
り
ま
と
め
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
生
産

が
例
年
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
申
込
は
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

二�

、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

防
止
・
重
症
化
防
止
に
つ
い
て

これまでの事業を説明する桺詰村長

　

村
内
の
情
報
格
差
を
是
正
す
る

た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

情
報
通
信
網
を
村
内
全
域
に
整
備

し
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
等
の
再
送
信
、
携
帯
電
話
等
の

通
信
エ
リ
ア
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

区
長
・
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
対
象

説
明
会

総
務
企
画
課

一�

、
二
〇
一
〇
年
版
村
民
手
帳
に
つ
い
て

　

十
月
下
旬
に
申
し
込
み
開
始

　

・
十
月
開
催
予
定

各
世
帯
対
象
説
明
会

　

・
来
年
一
～
二
月
開
催
予
定

三�

、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て

　

村
内
六
十
二
か
所
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
つ
い
て
、
地
区
別
の

「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

二
、
情
報
通
信
網
を
整
備

　
　

全
村
で
携
帯
電
話
と
光
ネ
ッ
ト
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患
者
発
生
数
は
、
全
国
的
に
急

増
し
て
お
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
本
格
的
な
流
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、

家
庭
で
で
き
る
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

三�

、
神
瀬
地
区
巡
回
診
療
所
の
開

設
に
つ
い
て

　

十
月
か
ら
、
神
瀬
地
区
巡
回
診

療
所
が
開
設
し
ま
す
。

・
診
療
日
・
・
・
毎
週
水
曜
日

・
診
療
時
間

　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後
五
時
ま
で

四�

、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
に
つ
い
て

　

球
磨
村
診
療
所
及
び
神
瀬
地
区

巡
回
診
療
所
に
お
け
る
医
薬
品
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
、

そ
の
薬
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
ご
活
用
下
さ
い
。

五
、
犬
の
苦
情
に
つ
い
て

　

犬
の
放
し
飼
い
や
糞
の
始
末
に

つ
い
て
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
糞
の
始
末
に
つ
い
て
、

堤
防
等
の
草
む
ら
に
捨
て
る
こ
と

な
く
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
理
を

し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課

一
、
農
林
産
物
品
評
会

　

平
成
二
十
一
年
十
月
十
五
日

　

午
前
九
時
～
十
一
時

　

球
磨
村
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

二�

、
樹
園
地
造
成
（
苗
木
購
入
補

助
）
事
業

　

栗
・
梨
等
の
果
樹
園
を
造
成
す

る
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
安
定
と

所
得
の
増
大
を
図
る
た
め
、
苗
木

購
入
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
補
助
率
は
八
割
以
内
で
す
。

三
、
栗
剪
定
指
導
員
制
度
事
業

　

栗
生
産
農
家
の
剪
定
技
術
の
向

上
及
び
樹
園
地
の
老
朽
化
防
止
及

び
高
品
質
生
産
を
支
援
す
る
た
め
、

指
導
員
を
派
遣
し
ま
す
。

※
負
担
金
は
、
村
五
千
円
、
受
益

者
五
千
円
で
す
。

四
、
集
落
調
査
に
つ
い
て

　

村
で
は
、「
熊
本
県
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
を
活
用

し
、
球
磨
村
棚
田
保
存
会
と
委
託

契
約
を
行
い
、
臨
時
職
員
を
二
名

雇
用
し
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

① 　

農
林
産
物
集
荷
及
び
獣
害
被

害
調
査
研
究
等
営
農
助
言
事
業

② 　

球
磨
村
ま
る
ご
と
棚
田
博
物

館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

　

球
磨
村
棚
田
保
存
会
職
員
二
名

が
、
各
集
落
代
表
者
（
区
長
・
班

長
）
に
調
査
日
程
等
の
連
絡
を
行

い
、
現
地
調
査
及
び
簡
単
な
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

　

急
増
す
る
有
害
鳥
獣
に
よ
っ
て

生
じ
る
農
林
産
物
へ
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
捕
獲
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

六
、
野
生
サ
ル
の
目
撃
情
報

　

近
年
、
野
生
サ
ル
の
生
息
域
、

行
動
圏
域
が
広
が
っ
て
お
り
、
農

林
産
物
の
被
害
が
拡
大
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
野
生
サ
ル
の
実
態
を
把

握
し
、
被
害
対
策
の
一
助
と
し
た

い
の
で
、
目
撃
さ
れ
た
時
は
、
連

絡
く
だ
さ
い
。

七�

、
作
業
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

助
事
業
に
つ
い
て

計
画
路
線　

向
淋
線
外
十
七
路
線

　
　
　
　
　

Ｌ
＝
一
、六
一
〇
ｍ

八
、
補
助
事
業
の
活
用
に
つ
い
て

・ 

シ
カ
等
森
林
被
害
防
止
対
策
事

業

　

熊
本
県
で
は
シ
カ
に
よ
る
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
等
の
幼
木
の
食
害
や
剥
皮

被
害
の
対
策
と
し
て
、
防
護
柵
用

ネ
ッ
ト
資
材
代
が
一
〇
〇
％
補
助

さ
れ
ま
す
の
で
、
造
林
や
間
伐
さ

れ
る
際
は
活
用
下
さ
い
。

・ 

造
林
用
苗
木
補
助
事
業
に
つ
い

て

　

同
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
で
も

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
・
ク
ヌ
ギ
等
の
造
林
木
の
資

材
代
に
つ
い
て
も
熊
本
県
の
補
助

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
造
林
事

業
等
の
国
庫
補
助
事
業
と
併
せ

一
〇
〇
％
補
助
さ
れ
ま
す
の
で
、

活
用
下
さ
い
。

九�

、
歴
史
探
訪
「
人
吉
街
道
ふ
れ

あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
に
つ
い
て

開
催
日　

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）

時　

間　

午
前
八
時
～
午
後
四
時

コ
ー
ス　

・
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
六
㎞
）

　
　
　

球
泉
洞
駅
～
一
勝
地
駅

・
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
一
〇
㎞
）

　
　
　

白
石
駅
～
一
勝
地
駅

十
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
料
金

　

一
日
・
・
・
・
・
・
七
百
円

　

四
時
間
ま
で
・
・
・
五
百
円

　

一
時
間
増
す
こ
と
に
・
百
円

問
い
合
わ
せ
先

球
磨
村
観
光
協
会

☎
０
９
６
６
‐
３
２
‐
０
０
１
９

建  

設  

課

一�

、
各
種
工
事
に
伴
う
通
行
止
め

の
協
力
に
つ
い
て

　

道
路
改
良
工
事
に
伴
い
全
面
通

行
止
め
、
時
間
通
行
止
め
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

一�

、
く
ま
も
と
教
育
の
日　
　
　

in
く
ま
む
ら

　

開
催
日
・
・
・
十
一
月
一
日

　

内　

容

　
　

ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

二�

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
推
進
モ

デ
ル
事
業
に
つ
い
て

　

行
政
区
の
再
編
に
伴
い
、
地
域

を
「
核
」
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
を
確
立
し
、
幅
広
い
年
齢
層

を
一
つ
の
集
合
体
と
し
て
、「
地
域

づ
く
り
」
を
み
ん
な
に
手
で
つ
く

り
あ
げ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

区　分 狩猟期間 有害鳥獣
捕獲期間

シ カ 2 0 0 6 4 7
イ ノ シ シ 2 2 8 8 2
タ ヌ キ 7
キ ジ バ ト 4
ハ ト 4
カ ラ ス 9 1
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地域も盛り上がった　最後の運動会地域も盛り上がった　最後の運動会地域も盛り上がった　最後の運動会
　

来
年
三
月
に
閉
校
す
る
一
勝
地
第
二
小
学
校
と
神
瀬
小
学
校
の
最
後
の
運

動
会
が
、
十
月
四
日
に
児
童
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
住
民
も
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
校
と
も
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
に
、
運
動
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
夜
間
に
話

し
合
い
を
し
た
り
、
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
た
り
と
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

一
勝
地
第
二
小
学
校

　
　
　

高
濱
伸
也
校
長　

　
　
　
　
　
　

児
童
数
二
十
五
人

　

第
二
小
学
校
は
、
百
三
十
四
年

の
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

閉
校
記
念
運
動
会
と
記
さ
れ
、
数

多
く
の
種
目
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
六
年
生
の
毎
床

太
一
く
ん
・
大
無
田
泰
雅
く
ん
・

山
崎
彩
乃
さ
ん
・
星
原
優
さ
ん
・

恒
松
か
れ
ん
さ
ん
・
井
本
恵
理
香

さ
ん
の
六
人
が
炬
火
リ
レ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一

年
生
の
徒
競
走
か
ら
始
ま
り
、
老

人
会
の
種
目
、
保
護
者
の
種
目
、

一
般
の
方
の
種
目
と
賑
わ
い
ま
し

た
。
六
年
生
の
徒
競
走
は
、
学
校

の
歴
史
百
三
十
四
年
に
併
せ
て

一
三
四
ｍ
を
走
り
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、昔
な
が
ら
の
ロ
ー

プ
で
張
っ
た
テ
ン
ト
で
思
い
出
を

語
っ
た
り
、
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し

た
り
と
地
域
関
交
流
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
数
年
振
り
に
復
活
し

た
仮
装
行
列
は
、
各
集
落
か
ら
出

さ
れ
、女
装
や
農
婦
姿
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
行
列
が
で
き
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
午
後
は
、
全
児
童
に

よ
る
一
輪
車
演
技
か
ら
始
ま
り
、

運
動
場
を
一
周
す
る
と
「
あ
り
が

と
う　

わ
す
れ
な
い　

第
二
小
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
り
、
会
場
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

保
護
者
は
、
夜
間
に
練
習
し
た
、

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
」
を

際
立
つ
衣
装
に
着
替
え
披
露
し
ま

し
た
。

　

閉
会
式
後
に
は
、
参
加
し
た
全

員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
エ
コ
風

船
を
秋
空
に
放
し
ま
し
た
。

　
　

運
動
会
実
行
委
員
長

　
　

六
年　

大
無
田
泰た
い
が雅
く
ん

　

最
初
は
、

団
長
希
望

で
し
た
が
、

ジ
ャ
ン
ケ

ン
で
負
け

ま
し
た
。
で
も
長
が
つ
く
も
の
が

し
た
く
て
実
行
委
員
長
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
、最
後
の
運
動
会
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の

心
に
残
る
、
ま
た
、
地
域
の
方
の

心
に
も
残
る
素
晴
ら
し
い
運
動
会

で
し
た
。
で
も
、
百
三
十
四
年
の

長
い
歴
史
が
終
わ
る
の
は
、
と
て

も
寂
し
い
で
す
。

　

こ
の
第
二
小
学
校
を
最
後
、
卒

業
生
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
残
り
少
な
い
学
校
生
生

活
を
楽
し
み
ま
す
。

「みんないっしょに楽しもう！二小最後の運動会」
スローガン

（写真：一勝地第二小学校提供）
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地域も盛り上がった　最後の運動会地域も盛り上がった　最後の運動会地域も盛り上がった　最後の運動会

神
瀬
小
学
校

　
　
　

上
田
陽
一
郎
校
長

　
　
　
　
　
　

児
童
数
二
十
三
人

　

神
瀬
小
学
校
は
、
百
三
十
六
年

の
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

神
瀬
小
で
も
、
運
動
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
、
閉
校
記
念
運
動
会

と
記
さ
れ
、
ま
た
、
記
念
う
ち
わ

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
神
瀬
小
学
校
は
、
神
瀬

保
育
園
の
合
同
運
動
会
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
参
加

も
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
全
児
童
二
十
三

名
が
聖
火
を
リ
レ
ー
し
て
最
後
、

六
年
生
の
坂
本
壮
磨
く
ん
・
假
屋

毅
覚
く
ん
・
犬
童
拓
実
く
ん
・
永

椎
樹
奈
さ
ん
の
四
人
が
、
手
作
り

の
聖
火
台
に
点
火
し
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
用
意
さ
れ
て
い
た

ハ
ト
三
〇
羽
が
青
空
に
放
た
れ
ま

し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
ラ
ス
ト
ラ
ン
」

と
題
し
た
全
児
童
に
よ
る
徒
競
走

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
保
育
園
の

鼓
笛
隊
、
幼
年
消
防
規
律
訓
練
、

遊
戯
ま
た
、
保
護
者
や
地
区
住
民

参
加
の
競
技
な
ど
多
く
、
大
変
賑

わ
い
ま
し
た
。　

　

全
児
童
に
よ
る
一
輪
車
演
技
は
、

長い歴史に幕

「ありがとう神瀬小学校」   みんなでつくろう最高の運動会

伝
統
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
演
技

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
運
動
場
を

一
周
す
る
た
び
に
テ
ン
ト
席
か
ら

大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

神
瀬
小
学
校
で
も
保
護
者
に
よ

る
仮
装
行
列
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

閉
会
式
で
は
、
全
員
で
風
船
を

飛
ば
し
ま
し
た
。

　
　
　

白
団
団
長

　
　

永
椎　

樹み
き
な奈

さ
ん

　

最
後
の

運
動
会
で

団
長
を
し

ま
し
た
。

み
ん
な
を

ま
と
め
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

後
か
ら
み
ん
な
が
進
ん
で
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
白
団
が
優
勝
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
全
校
児
童
で
の
聖
火
リ
レ
ー

や
風
船
飛
ば
し
な
ど
最
後
の
運
動

会
に
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

神
瀬
小
が
閉
校
に
な
る
の
は
悲

し
い
け
ど
、
神
瀬
小
を
誇
り
に
思

い
、
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
責
任

感
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

スローガン

（写真：神瀬小学校提供）
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も
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
が
多
く

発
生
し
、
な
ん
と
か
解
消
し
よ
う
、

国
や
県
は
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、

肝
心
の
多
発
地
は
農
業
振
興
地
域

農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議　

鈴
木
康
夫
会
長
に
聞
く

現
在
、
最
終
答
弁
書
を
審
議
中
で
す

く
ま
む
ら
農
業
の
振
興
を
考
え
る

シリーズ

No.8よ
く
ぞ
代
弁
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

　
「
現
在
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
は
、
ほ
場
区
画
条
件
の
よ

い
天
草
の
中
間
農
業
地
域
で
は
う

ま
く
い
っ
て
い
る
が
、
芦
北
町
の

よ
う
な
山
間
農
業
地
域
で
は
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
」
と
、
山
中
進

熊
本
学
園
大
学
教
授
が
発
言
し
ま

し
た
。
続
い
て
、「
こ
の
よ
う
な
事

例
報
告
で
は
、
ぜ
ひ
本
村
の
よ
う

な
県
南
の
山
間
地
域
を
扱
っ
て
ほ

し
い
。
わ
が
村
で
は
零
細
で
急
な

田
ん
ぼ
が
山
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う

に
あ
る
」
と
内
山
慶
治
山
江
村
長

が
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十

月
十
日
に
熊
本
県
立
大
学
で
開
催

さ
れ
た
「
中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
く
ま
も
と
」
で
の
こ
と
で

す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国

規
模
で
熊
本
開
催
で
し
た
。

　

お
二
人
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る

な
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
今
回
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
私

が
登
壇
し
て
い
れ
ば
、
私
だ
っ
て

言
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
よ
く
ぞ
代

弁
し
て
く
れ
ま
し
た
、
と
拍
手
を

送
り
た
い
。
本
来
、
今
回
の
よ
う

な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ
の
よ
う

な
制
度
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
を
ど
う
す
る
か
、
に
つ
い

て
真
剣
に
議
論
し
て
い
い

は
ず
。
山
中
進
教
授
に
し
て

「
今
回
の
事
例
報
告
で
は
何

も
得
る
も
の
が
な
か
っ
た

と
い
う
の
が
、
正
直
な
私
の

感
想
だ
。」
と
ま
で
語
ら
せ

た
背
景
は
、
こ
の
一
点
に
尽

き
よ
う
。

　

と
に
か
く
行
政
は
う
ま

く
い
っ
て
い
る
こ
と
の
み

を
前
面
に
だ
し
が
ち
で
す
。

直
払
制
度
が
、
農
業
振
興
地

域
の
な
か
の
農
用
地
し
か

支
援
の
対
象
と
し
て
い
な

い
こ
と
も
一
部
の
人
し
か

知
り
ま
せ
ん
。
我
々
、
農
村

研
究
者
で
も
知
ら
な
い
人

エ
リ
ア
内
の
白
地
地
域(

農

用
地
に
指
定
さ
れ
て
い
な

い
耕
地)

や
農
業
振
興
地

域
外
の
耕
地
で
あ
る
。
本

村
の
よ
う
に
、
農
業
振
興

地
域
の
農
用
地
を
か
か
え

る
集
落
で
も
、
直
接
支
払

い
の
集
落
協
定
に
エ
ン
ト

リ
ー
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

多
い
。
五
年
間
な
ん
て
と

て
も
健
康
で
い
ら
れ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
農
業
機

械
が
入
ら
な
い
・
軽
ト
ラ
ッ

ク
が
入
る
道
が
な
い
。
条

件
の
悪
い
農
用
地
な
の
で
、

な
ど
の
理
由
も
切
実
だ
。

な
ぜ
、
当
初
の
制
度
設
計

の
と
き
に
、
条
件
不
利
性

を
ラ
ン
ク
づ
け
し
て
、
山
間
農
業

地
域
と
中
間
農
業
地
域
を
区
別
し

て
支
援
し
な
か
っ
た
の
か
。
つ
ぎ

の
第
三
期
の
制
度
改
善
に
期
待
し

耕作条件はさほど良くないが、管理されている農地

農業用機械が入り難いが、よく管理されている農地
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大
き
く
宣
言
し
た
方
が
い
い
と
い

う
の
も
事
実
で
す
。た
だ
し
、国
は
、

解
消
す
る
手
立
て
を
明
示
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
果
た
し
て
、

本
村
の
よ
う
な
、
山
間
の
耕
作
条

件
に
極
め
て
劣
る
棚
田
の
耕
作
放

棄
を
果
た
し
て
食
い
止
め
る
、
再

生
す
る
手
段
を
提
示
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
県
に
対
し
て
で
は
な
く
、

国
に
一
研
究
者
と
し
て
物
申
す
次

第
で
す
。

　

後
者
で
は
、
毎
年
、
九
州
各
県

か
ら
出
て
く
る
コ
ン
ク
ー
ル
出
品

た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
者
の
姿
勢

　

最
初
か
ら
辛
口
の
コ
ラ
ム
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
行
政

関
係
者
に
は
誤
解
の
な
い
よ
う
に

弁
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私

た
ち
研
究
者
は
、
地
域
や
生
活
の

場
で
の
政
策
の
本
質
を
見
極
め
、

住
民
の
暮
ら
し
が
よ
く
な
る
よ
う

に
、
国
や
県
、
市
町
村
に
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
そ
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
と
き
に
は
「
没
」

に
さ
れ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。

今
回
の
本
村
で
の
私
の
仕
事
に
お

い
て
も
、
そ
れ
を
覚
悟
で
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
。
取
捨
選
択
は
当

事
者
の
権
利
だ
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
現
在
、
大
き

な
役
職
と
し
て
、
熊
本
県
国
土
利

用
計
画
審
議
会
の
会
長
と
九
州
農

政
局
の
環
境
保
全
型
農
業
推
進
会

議
の
会
長
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　

前
者
で
は
、
本
年
春
に
策
定
し

た
第
四
次
熊
本
県
国
土
利
用
計
画

が
県
議
会
の
承
認
を
得
て
。
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
が
、
反
面
、「
耕
作

放
棄
地
の
解
消
」
と
い
う

文
面
に
、
会
長
と
し
て
で

は
な
く
一
研
究
者
と
し
て

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い

で
い
ま
す
。「
現
在
あ
る
耕

作
放
棄
地
を
耕
地
に
も
ど

す
、
今
後
、
耕
作
放
棄
地

を
発
生
さ
せ
な
い
」
と
い

う
政
策
宣
言
で
す
。
せ
め

て
、「
耕
作
放
棄
地
の
抑
制
」

と
い
う
表
現
に
す
れ
ば
よ

い
の
に
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。
悲
し
い
か
な
、

そ
こ
は
県
の
お
役
人
さ
ん

方
、国
の
政
策
目
標
に
「
耕

作
放
棄
地
の
解
消
」
の
文

面
が
あ
る
の
で
従
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
す
。
む
ろ

ん
、
目
標
な
の
だ
か
ら
、

事
例
を
審
査
し
、
国
に
審
査
報
告

書
を
提
出
す
る
仕
事
で
す
。
毎
年
、

と
て
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
だ
が
、
こ
ち
ら
も
推
薦

し
た
事
例
が
、
必
ず
し

も
農
林
水
産
大
臣
賞
や

全
国
会
長
賞
に
入
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
毎
回
、

報
告
書
を
提
出
し
た
後

は
、
神
様
に
祈
る
ば
か

り
で
す
。
推
薦
ど
お
り

入
賞
し
て
く
れ
れ
ば
、

農
家
や
団
体
の
皆
様
に

と
っ
て
、
受
賞
自
体
が

今
後
の
営
農
の
励
み
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
会

議
構
成
メ
ン
バ
ー
の
責

任
は
重
い
の
で
す
。
入

賞
す
れ
ば
と
も
に
喜

び
、
外
れ
れ
ば
と
も
に

が
っ
か
り
す
る
。
も
っ

と
よ
い
推
薦
文
を
書
け

な
か
っ
た
か
、
と
責
任

を
感
じ
た
経
験
が
い
く

度
か
あ
り
ま
す
。

根
拠
の
あ
る
答
申
内
容

に
い
た
し
ま
す

　

今
月
末
と
来
月
に
二
回
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
し
て
答
申
書

が
桺
詰
村
長
に
手
渡
さ
れ
る
予
定

で
す
。
す
で
に
、
先
ご
ろ
の
会
議

で
、
答
申
書
の
素
案
が
審
議
さ
れ
、

付
帯
し
て
報
告
書
も
提
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
私

の
手
元
で
委
員
の
皆
様
方
か
ら
出

さ
れ
た
修
正
意
見
を
、
答
申
書
に

反
映
さ
せ
る
業
務
を
進
行
中
で
す
。

　

こ
こ
で
、
一
つ
だ
け
紹
介
し
ま

す
。

　

答
申
項
目
の
な
か
に
、
国
・
県

の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
個
々
の

山
間
農
業
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

形
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
要
件
の
緩
和

を
図
っ
て
も
ら
う
よ
う
情
報
発
信

す
る
と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
す
。

中
間
農
業
地
域
と
の
格
差
是
正
、

条
件
不
利
地
域
対
策
と
し
て
の
政

策
効
果
の
向
上
、
農
業
の
も
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
の
３
点
に
お
い

て
、
改
善
が
図
れ
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
間
地

域
や
そ
の
な
か
の
集
落
の
個
性
や

条
件
不
利
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、

山
間
地
域
を
国
や
県
は
政
策
的
に

支
援
し
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

地
方
分
権
、
財
源
委
譲
が
不
可
欠

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
委
員
一
同
、

根
拠
の
あ
る
答
申
内
容
に
す
べ
く

努
力
し
て
い
ま
す
。

農地の中央に道路が走り、管理が届いている農地

道路がなく、耕作条件の悪い農地
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秋の一斉開帳

相良三十三観音めぐり

　

毎
年
、
秋
の
お
彼
岸
の
頃
に
、
人
吉
・
球
磨
一
帯
に
点

在
す
る
観
音
様
が
一
斉
開
帳
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
期
間
に
開

帳
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
で
も
五
番
札
所
の
鵜
口
観
音
堂
が
開
帳
さ
れ
、
宝

印
を
宝
印
帳
に
押
し
て
巡
る
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し

た
。
ま
た
、観
音
堂
隣
の
休
憩
所
で
は
、鵜
口
地
区
の
方
々

に
よ
る
お
茶
の
接
待
が
あ
り
、心
温
ま
る
お
も
て
な
し
に
、

参
拝
者
と
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

熊
本
市
か
ら
参
拝
に
訪
れ
た
女
性
は
「
二
日
間
で
全
部

を
参
拝
す
る
予
定
で
す
。
鵜
口
観
音
堂
は
、高
台
に
あ
り
、

木
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

熊本市からの参拝にきました

「
果
実
品
評
会
」

　

九
月
二
十
五
日
、
渡
地
区
多
目

的
集
会
施
設
で
、
球
磨
村
果
実
品

評
会
が
開
か
れ
、
村
内
の
果
樹
生

産
農
家
か
ら
、
立
派
に
収
穫
さ
れ

た
梨
と
栗
が
出
品
さ
れ
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　　

出
品
さ
れ
た
の
は
、
栗
の
部
に

「
利
平
」
十
四
点
、「
銀
寄
」
十
四
点
、

「
筑
波
」
九
点
の
計
三
十
七
点
。
梨

の
部
は
「
新
高
」
の
み
三
十
七
点

が
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
球
磨
地
域
振
興
局
農

業
普
及
指
導
課
と
Ｊ
Ａ
球
磨
の
職

員
が
審
査
を
務
め
、
栗
は
比
重
や

大
き
さ
等
を
審
査
。
梨
は
、
糖
度

や
形
状
等
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
で
の
入
賞
者
は
、
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

《
栗
の
部
》

「
利
平
」

一
等　

糸
原　

善
行
（
糸　

原
）

二
等　

鵜
口　

義
弘
（
鵜　

口
）

三
等　

田
中　

文
丸
（
茶　

屋 

）

三
等　

椎
屋　

哲
哉
（
椎　

屋
）

「
銀
寄
」

一
等　

大
無
田
光
幸
（
大
無
田 

）

二
等　

大
無
田
義
博
（
大
無
田
）

三
等　

田
中　

文
丸
（
茶　

屋
）

三
等　

槻
木　

清
光
（
大
無
田
）

「
筑
波
」

一
等　

大
無
田
義
博
（
大
無
田
）

二
等　

田
中　

文
丸
（
茶　

屋
）

三
等　

岡　
　

義
一
（　

岡　

）

《
梨
の
部
》

「
新
高
」

一
等　

毎
床　

利
夫
（
毎　

床
）

二
等　

有
瀬　

幸
己
（
毎　

床
）

二
等　

毎
床　

勝
博
（
毎　

床
）

三
等　

毎
床　

直　

（
毎　

床
）

三
等　

犬
童　

勝
則
（
毎　

床
）

三
等　

西　
　

文
久
（
毎　

床
）

「
農
林
産
物
品
評
会
」

　

十
月
十
五
日
、
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
旬
の
野
菜
や
加
工
品
な

ど
を
審
査
す
る
、
球
磨
村
農
林
産

物
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
は
、
午
前
九
時
か
ら
十
一

時
ま
で
受
付
が
さ
れ
、
村
内
か
ら

野
菜
の
部
四
十
八
点
、
果
実
の
部

四
十
五
点
、加
工
品
の
部
二
十
九
点
、

林
産
物
の
部
十
四
点
、
穀
類
の
部
九

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
審
査
に
移
り
、
球
磨

地
域
振
興
局
農
業
普
及
指
導
課
と

Ｊ
Ａ
球
磨
の
職
員
や
指
導
員
が
審

査
に
あ
た
り
、
一
品
一
品
手
に
取

り
、
慎
重
か
つ
厳
正
に
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
農
林
産
物
は
、
開

催
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

に
展
示
さ
れ
、
入
賞
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

《
加
工
品
》

一
等　

山
口
マ
ユ
ミ  

き
ゅ
う
り
の
漬
物

二
等　

有
瀬　

幸
子　

巻
柿

三
等　

上
蔀
シ
ズ
エ　

こ
ん
に
ゃ
く

《
果
実
》

一
等　

松
谷
恭
夫　

梨
（
新
高
）

一
等　

犬
童
秀
則　

梨
（
新
興
）

二
等　

毎
床
和
博　

梨
（
王
秋
）

二
等　

有
瀬
幸
己　

梨
（
新
興
）

三
等　

毎
床
利
夫　

梨
（
新
興
）

三
等　

犬
童
勝
則　

柿
（
太
秋
）

三
等　

有
瀬
幸
子　

か
ぼ
す

《
穀
類
》

一
等　

大
槻
國
光　

あ
ず
き

二
等　

有
瀬
幸
子　

黒
豆

三
等　

鵜
口
義
弘　

夏
豆

《
野
菜
》

一
等　

横
井
美
紀　
　

白
菜

一
等　

有
瀬
幸
子　
　

バ
レ
イ
シ
ョ

二
等　

内
布
八
千
子　

イ
ン
ゲ
ン

二
等　

山
口
マ
ユ
ミ　

ご
ぼ
う

三
等　

大
無
田
典
子　

水
菜

三
等　

内
布
龍
法　
　

ナ
ス

三
等　

有
瀬
幸
子　
　

玉
ね
ぎ

《
林
産
物
》

一
等　

大
無
田
シ
ヲ
リ　

干
筍

二
等　

椎
屋
哲
哉　
　
　

干
椎
茸

三
等　

山
口
マ
ユ
ミ　

干
ゼ
ン
マ
イ

　
　

実
り
の
秋

素
晴
ら
し
い
出
来
ば
え

球
磨
村
果
実
品
評
会

球
磨
村
農
林
産
物
品
評
会

実りの秋。数多くが出品されました

色艶厳正に審査しました
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十
月
十
一
日
、
一
勝
地
果
実
組
合

（
毎
床
和
博
組
合
長
）
主
催
の
第
四

回
一
勝
地
梨
ま
つ
り
が
同
組
合
選

果
場
で
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら

多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
台
風
の
影
響
も
な
く
、

例
年
よ
り
糖
度
も
高
く
、
出
来
は

良
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
つ
り
は
、
梨
の
重
さ
当
て
や

梨
の
皮
む
き
競
争
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
こ
が
ね
保
育
園
児
に
よ
る

和
太
鼓
演
奏
な
ど
催
し
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
組
合
員
に
よ
る
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
豚
汁
、
焼
き
そ
ば

な
ど
の
各
種
バ
ザ
ー
も
あ
り
、
大

変
盛
況
で
し
た
。

　

今
年
は
、
熊
本
県
立
大
学
の
学

生
十
人
が
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

の
球
磨
村
チ
ー
ム
と
し
て
、
十
日

か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
毎
床
地

区
の
公
民
館
に
宿
泊
し
な
が
ら
、

ま
つ
り
の
準
備
や
当
日
は
受
付
や

催
し
物
の
司
会
な
ど
運
営
に
協
力

し
ま
し
た
。

感
謝
・
感
謝
の

　
　
　

大 

奉 

仕

　

一
勝
地
梨
ま
つ
り

　

十
月
十
一
日
、
村
、
教
育
委
員
会
、
ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
主
催
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、
石
の
交
流
館
「
や

ま
な
み
」
を
ス
タ
ー
ト
、
三
ヶ
浦
毎
床
地
区
の
一
勝
地
梨
ま
つ

り
会
場
ま
で
の
往
復
約
九
㎞
に
二
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
熊
本
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
事
務
局

の
方
三
名
も
参
加
し
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

石
の
交
流
館
「
や
ま
な
み
」
を
出
発
し
た
一
行
は
、
梨
ま
つ

り
会
場
ま
で
の
道
の
り
を
、
自
然
を
満
喫
し
た
い
、
運
動
不
足

解
消
に
と
参
加
し
た
人
も
お
り
楽
し
く
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
き

ま
し
た
。

　

昼
前
に
は
、
全
員
、
毎
床
地
区
に
到
着
し
、
梨
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
て
い
る
果
実
組
合
の
選
果
場
で
昼
食
を
と
り
、
お
土
産
に
梨

を
購
入
し
た
り
、
来
場
者
と
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
を
終
え
た
一
行
は
、
来
た
道
を
折
り
返
し
、
石
の
交
流

館
「
や
ま
な
み
」
を
目
指
し
ま
し
た
。
到
着
後
は
、
か
わ
せ
み

で
疲
れ
た
体
を
温
泉
で
癒
し
ま
し
た
。

秋風を受け森林浴を楽しんだ
ふれあいウォーキング

秋風を受け、元気にスタート

飛ぶように売れました

　

十
月
十
二
日
、
球
磨
村
総
合
運

動
公
園
で
、
く
ま
む
ら
ス
マ
イ
ル

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
球
磨
村
走
ろ

う
会
主
催
の
「
く
ま
む
ら
６
時
間

耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
が
周
回

コ
ー
ス（
一
㎞
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
チ
ー
ム
編
成
は

自
由
で
、
走
る
こ
と
の
好
き
な
人

た
ち
が
六
時
間
、一
周
一
㎞
の
コ
ー

ス
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
り
、
絶

え
間
な
く
タ
ス
キ
で
リ
レ
ー
し
、

交
流
す
る
大
会
で
、
昨
年
に
続
き

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、人
吉
球
磨
か
ら
九
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
、
球
磨
工
業
高

校
が
大
会
初
の
一
〇
〇
㎞
を
走
破

し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
球
磨
村
走
ろ
う
会

の
田
代
利
一
会
長
は「
自
分
の
ペ
ー

ス
で
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
く

走
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、

桺
詰
恒
雄
村
長
、
松
田
三
郎
県
議

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後

に
、
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
Ｇ
Ｏ
Ｌ

Ａ
Ｚ
Ｏ
（
ゴ
ラ
ッ
ソ
）
の
槻
木
正

剛
選
手
が
選
手
宣
誓
を
力
強
く
行

い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
（　

）
内
は
チ
ー
ム
人
数

○
球
磨
工
業
高
校
（
八
人
）

　
　
　
　
　
　

一
〇
五
・
九
㌔

○
ス
タ
ミ
ナ
野
郎
（
十
人
）

　
（
湯
前
駅
伝
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　

九
六
・
〇
㌔

○
フ
ァ
イ
ア
ー
マ
ン
（
八
人
）

　
　
　
　
　
　

九
五
・
〇
㌔

○
激
走
２
０
０
９
（
十
人
）

　
　
　
　
　
　

九
〇
・
七
㌔

○
チ
ー
ム
ふ
な
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
人
）

　
　
　
　
　
　

七
六
・
〇
㌔

○
球
磨
村
走
ろ
う
会
（
十
人
）

　
　
　
　
　
　

七
四
・
六
㌔

○
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ｏ
（
五
人
）

　
　
　
　
　
　

七
一
・
三
㌔

○
お
っ
☆
サ
ン
ズ
（
十
三
人
）

　
　
　
　
　
　

七
〇
・
五
㌔

○
球
磨
村
青
年
団
（
六
人
）

　
　
　
　
　
　

六
九
・
〇
㌔

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

秋
風
を
切
っ
て

　
　

   

六
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

さて、何キロ走れるかな〜
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秋季全国火災予防運動

期　　間　 平成２１年１１月９日（月）から　
１１月１５日（日）まで

防火標語　 『消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ
子』（全国統一防火標語）

【もう設置されましたか？住宅用火災警報器！】

　 住 宅 火 災 に よ り ５ 年 連 続 し て、 全 国 で
１０００人を超える方々がお亡くなりになって
います。その多くは「逃げ遅れ」が原因で、もっ
と早く気づき、避難していればと思われます。
そのようなことから、住宅火災による死者を減
らす「切り札」として、住宅火災警報器の設置
が義務付けされました。この警報器は、平成
２３年５月３１日までに設置しなければなりま
せん。まだ、設置されていない方は、早めに取
り付けましょう。

（問い合わせ先）人吉下球磨消防組合　西分署
　　　　　　　  ☎３２−０１１９
　　　　　　　　球磨村役場　総務企画課
　　　　　　　　☎３２−１１１１

　肥薩線全線開通
　　　　１００周年記念
歴史探訪「人吉街道ふれあいウォーク」開催
期　　日：平成２１年１１月２１日（土）
時　　間：午前８：００〜午後４時
コ ー ス：① ショートコース　（球泉洞駅　〜　

一勝地駅　約７ｋｍ）
　　　  　② ロングコース　　（白石駅　〜一勝

地駅　約１０ｋｍ）
受付場所：球泉洞駅、白石駅、一勝地駅

（一勝地駅集合者は、スタートを希望する駅にバ
スを運行します）　
そ の 他： 臨時茶屋オープン（球泉洞休暇村前・

柴立姫神社）
　　　　　観光案内人によるガイド
　　　　　ゴールでの抽選特産品プレゼントなど

（問い合わせ先）
球磨村観光協会事務局（球磨村産業振興課内）
☎　０９６６−３２−１１１５

第１９回
球磨村ゴルフ大会の開催

と　　き：平成２１年１１月１５日（日）
と こ ろ：熊本クラウンゴルフ倶楽部
参 加 料：２,０００円
参加締切：平成２１年１１月１０日（火）
　　　　　※電話でお申し込み下さい。
参加対象：球磨村にお住まいの方
　　　　　球磨村の事業所にお勤めの方
申 込 先：球磨村体育協会事務局
　　　　　（球磨村教育委員会内）
　　　　　☎０９６６−３２−１１１７

１１月８日は「いい歯の日」です！

　いい歯とは、どんな歯か
考えてみましょう。虫歯に
かかっていなければいい歯
でしょうか？例えば、歯周
病を起こしている歯、これ
はいい歯ではありません。
また、歯並び（歯の並び具合）が悪い歯（乱ぐい歯、
早期接触を起こし、顎をずらす歯等）があると
咬み合わせが悪くなり、全身に様々な症状を起
こすことがあります。また、いい歯であっても
隣の歯が抜けてしまったり、咬み合う歯がなく
なったりすると、倒れてきたり、とび出てきて
歯並びが悪くなり悪い歯へと変身します。いつ
までも輝く白い歯でいるために、お近くの歯科
医院で検査してみてはいかがでしょうか。

文責　球磨川歯科医院　
　　　☎　０９６６−３２−１１０９ お

知
ら
せ
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

　 ≪10月「陽だまり」行事予定≫
　５日(木)陽だまりサロン
１１日(水)陽だまりサロン（避難訓練）
１３日(金)子育て広場（渡保育園）
　　　　　　「手作りおやつ」
１７日(火)陽だまりサロン （育児講座）
１９日(木)３〜４、８〜９ヶ月健診
２１日(土)りんごの木サークル
２５日(水)陽だまりサロン（ママ誕生会）

《
最
後
の
合
同
運
動
会
》

神
瀬
保
育
園

　

少
子
化
に
な
り
数
年
来
は
神
瀬
小
学
校

と
合
同
で
運
動
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
神
瀬
小
学
校
が
今
年
度
で
閉
校
と

い
う
こ
と
で
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
方
々
が

来
ら
れ
て
随
分
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
懐
か

し
い
お
顔
に
遭
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

総
練
習
な
ど
で
お
邪
魔
す
る
と
小
学
生

の
姿
を
見
て
園
児
な
り
に
刺
激
を
受
け
て
、

行
進
の
時
の
手
の
振
り
方
が
小
学
生
の
よ

う
に
大
き
く
振
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て

一
輪
車
や
応
援
団
は
子
供
達
の
憧
れ
で
す
。

上
級
生
が
低
学
年
に
丁
寧
に
教
え
練
習
し

て
い
く
事
も
尋
ね
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て

本
番
は
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
て
披
露
し

ま
す
。
テ
ン
ト
が
小
学
生
と
隣
同
士
で
色

ん
な
細
か
な
と
こ
ろ
が
見
え
ま
す
。「
ぼ
く

も
小
学
生
に
な
っ
た
ら
あ
ん
な
こ
と
し
た

い
」
と
い
う
見
本
が
た
っ
ぷ
り
だ
っ
た
の
で

す
。
最
後
の
運
動
会
で
こ
こ
で
は
も
う
見

ら
れ
な
い
と
思
い
以
前
の
運
動
会
の
光
景

を
思
い
出
し
な
が
ら「
あ
ん
な
こ
と
あ
っ
た
。

名
物
お
じ
さ
ん
も
い
た
な
」
な
ど
眼
に
深

く
焼
き
留
め
ま
し
た
。　

　

最
後
は
空
の
青
と
山
の
緑
の
中
に
カ
ラ

フ
ル
な
風
船
が
消
え
て
行
き
寂
し
さ
を
覚

え
ま
し
た
。「
昔
は
子
ど
も
も
沢
山
お
っ
た

と
バ
イ
」
と
お
年
寄
り
の
方
が
ぽ
つ
り
と

さ
さ
や
い
た
。
時
代
の
流
れ
で
は
す
ま
せ
ら

れ
な
い
心
の
「
お
り
」
が
残
っ
た
。

　 　

第
八
回
絵
本
館
ま
つ
り
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
白
亜
紀
の
恐
竜
た
ち
の
世
界
を
旅
し
ま
す
。

　

む
か
し
む
か
し
、
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
で
い
じ
わ
る
な
恐

竜
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ひ
ょ

ん
な
事
か
ら
海
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
泳
げ
な
い

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
必
死
に
も
が
い
て
い
る
と
そ
こ

へ
海
の
恐
竜
エ
ラ
ス
モ
サ
ウ
ル
ス
が
助
け
て
く
れ
ま

す
。
そ
こ
で
二
人
の
間
に
友
情
が
芽
生
え
、
今
ま
で
強

が
っ
て
い
た
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
優
し
く
な
っ
て
い

く
と
い
う
話
を
基
に
、
今
年
は
宮
西
達
也
さ
ん
の
テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
の
絵
本
か
ら
「
や
さ
し
い
こ

こ
ろ
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

二
十
六
日
（
月
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
職
員
手
作
り

の
影
絵
を
上
映
し
ま
す
。

　

三
十
一
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
わ
ん
ぱ
く
の
う
え
ん

で
収
穫
し
た
野
菜
と
優
し
い
心
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

「
や
さ
こ
こ
汁
」
を
始
め
、
親
子
で
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
、

優
し
い
心
に
触
れ
る
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、陽
だ
ま
り
の
方
の
手
作
り
ワ
ン
デ
ー
シ
ョ
ッ

プ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
も
ご
近
所
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
渡
保
育
園
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
第
八
回
絵
本
館
ま
つ
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
●

　

＝
十
月
三
十
一
日
（
土
）　

九
時
三
〇
分
〜　

渡
保
育
園
＝

　

子
ど
も
た
ち
が
共
同
で
製
作
し
た
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル

ス
が
お
迎
え
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
・
・
・

《
む
か
し
む
か
し
、

　
　

恐
竜
が
い
た
ん
だ
っ
て
・
・
・
》

渡
保
育
園

≪ベビーマッサージ≫

《
最
後
の
運
動
会
》

こ
が
ね
保
育
園

　

学
校
再
編
で
、
一
勝
地
第
一
小
学
校
と

し
て
最
後
の
運
動
会
に
、
三
歳
以
上
児

十
七
名
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
年
長
・
年
中
さ
ん
の
力

強
い
和
太
鼓
の
演
奏
に
年
少
さ
ん
は
ポ
ン

ポ
ン
で
元
気
一
杯
踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
披
露
は
保
育
園
の
運
動
会
に

続
い
て
二
回
目
、
一
回
目
よ
り
落
ち
着
い

て
披
露
で
き
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
た

び
に
自
信
が
つ
い
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。　

　

又
、
昨
年
よ
り
小
学
生
と
園
児
の
コ

ラ
ボ
で
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
六
調
子
」

を
園
児
の
和
太
鼓
で
小
学
生
の
皆
さ
ん

が
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
小
学
校
と

は
お
隣
同
士
息
も
ピ
タ
ッ
リ
の
素
晴
ら

し
い
コ
ラ
ボ
と
な
り
ま
し
た
。
一
勝
地
第

一
小
学
校
と
し
て
の
最
後
の
運
動
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

≪陽だまりサロン≫

10 月 3 日におこないましたベビーマッ
サージの様子です。おなじみＯＫＪの山
室先生のご指導で楽しく過ごしたひとと
きでした。

9月のママ誕生会の様子です。
プレゼントのカードをもらってにっこり
(^_-)- ☆

≪りんごの木サークル糸原さんおすすめ絵本≫

「月夜のじどうしゃ」　講談社
渡辺茂男・作、井上洋介・絵

　食べ物を探しに来
たたぬきの親子がお
じいさんと仲良くな
り、捨ててあった車
を修理して、十五夜
にドライブを楽しみ
ます。

第 2回「子育てひろば」ご案内《おやつづくり》
●とき：11 月 13 日（金）19:00 〜 21:00　●場所：渡保育園　
　レストランどんぐり　＊参加希望の方はお電話下さい。

《フリートーク》

誕生会の
　離乳食体験

陽だまりデビュー
です。

いつもパワフルな
山室先生です

上に伸びて〜
痛気持ちいい！

ほっぺをすりすり
いい気持ち

産後ビクスも人気
です。
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社 会 福 祉 協 議 会
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
お

気
持
ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　

 

（
九
月
分
）

○ 

毎
床　

末
男
様
（
故　

マ
キ
エ
）

○ 

堤　
　

寛　

様
（
故　

貴　

寛
）

○ 

今
村　

茂
喜
様
（
故　

フ
ヂ
エ
）

○ 

松
舟　

文
夫
様
（
故　

ミ
ツ
ノ
）

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

心配ごと相談
気 軽 に 相 談 を

　生活する上での様々な悩みや問題
等ありましたら、気軽に相談くださ
い。種々の関係機関と連携をとりな
がら、解決へのアドバイスをいたし
ます。
☆ 相談日　毎月第４金曜日
☆ 時　間　午前９時〜１２時
☆ 場　所　高齢者生活福祉センター
　　　　 　「せせらぎ」
☆ 相談員　上原　正博 34‐0020
　　　　　 原　ひとみ 33‐0228
☆ 問合先　球磨村社協 32‐0022

自分達で使う施設
　　自分達の手できれいに
　９月２５日、午前７時から球磨村総合運動
公園 ｢ さくらドーム ｣ 周辺と神瀬地区グラウ
ンドゴルフ場の２箇所にて、老人クラブ連合
会（香月千松会長）の会員約１５０名が、｢
自分達で利用する施設をきれいに ｣ と草取り
のボランティア作業を行ないました。
　この作業は、９月の全国一斉に行なわれ
た ｢ 全国社会奉仕の日 ｣ に合わせ、全クラ
ブ参加のもとに取り組みました。

キャッチフレーズ
『さし出す手　球磨川の　流れのように　優しく強く』

　11 月 21・22 日に、第 4 回の火の国ボランティアフェスティ
バルが、球磨人吉で開催されます。これは、平成 18 年に
熊本県独自で、県下地域のボランティア活動への関心に目
を向けてもらえるようにと、県下地域の持ち回りにより開
催しているものです。
　今大会のテーマは、『障がいとボランティア』となります。
メイン会場は、「あさぎり町須惠文化ホール」です。地元
で開催されますので、ご参加お待ちしております。

21日（土）の日程
　10時より　　　�展示広場･ふれあい広場開場
　11時より　　　�式典・記念講演
　12時30分より　アトラクション　　須恵小学校体育館
　14時30分より　分科会��　�須恵文化ホール
　　　　　　　　　　　　��せきれい館
　17時30分より　交流会��　�もみじ館

※ お問い合わせ等については、球磨村社協（☎ 32-0022）
にお願いします。

第 4回火の国ボランティアフェスティバル
　　　　　　　　　　　　in　球磨人吉

テーマ

　高齢者の食事について

　健康で充実した毎日を送るために、バランス
の良い食生活を送ることは大切なことですが、
食事だけで健康を支えることはできません。毎
日の食事に適度な運動が加わってこそ健康な体
を維持することができるのです。しかし、年齢
が増すにつれて体の機能が衰えてくるのは仕方
がないことですが、だんだんと運動をする機会
が減り、その結果筋肉が委縮、消費するエネル
ギーが少なくなってくるのです。自然と食事量
が減り、必要な栄養さえも摂れていない状態に
なっていきます。それが、“低栄養状態”に陥るのです。
　ではどのような食事の取り方が良いのか。
　一度には食べられなくなってきていますので、1 日 3 回の食事は

“主菜・副菜を中心”に、ご飯ものはおむすび等にし、おやつの時
間に食べる。そして、できるだけ多くの食品を摂るように心掛け
たいものです。
最後に一言　「空腹は最高の調味料」と言われる通り美味しく食事
を頂くためにも、体を動かしましょう。太陽の光を浴びて、四季
の移り変わりを楽しみながら歩いてみると新しい発見があったり、
人と触れ合うことによって脳が活性化されて効果的です。

低栄養状態

体重の減少
↓

免疫機能の低下に
より感染症にかか
りやすくなる

↓
入院しやすくなる
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　　　　　　　　　　　　　　　11 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
◆ くまもと教育
の日inくまむら

2
◆ インフルエンザ
予防接種

　（渡多）

3 文化の日
◆ 一勝地阿蘇神社
奉納剣道大会

4 5
◆ インフルエンザ
予防接種
　（渡多）

6 7
◆ 第３回九州カワ
セミ会

8
◆ 一勝地阿蘇神社

奉納ソフトボー

ル大会

◆ 一勝地地域婦人

会（ソフトミニ

バレー大会）

9 10
◆区長文書

11 12
◆球磨村弓道大会
◆ 神瀬住吉神社大
祭

13
◆定例町村長会議

14

15
◆ 球磨村ゴルフ大会
◆行政相談
（9：30　役場）

16 
◆インフルエンザ
◆予防接種（神
多）

17
◆ インフルエンザ
予防接種

 （かわせみ別館）

18
◆献血
（ 9：00〜役場、
13：00〜JAくま
むら店）

19
◆3・8か月児健診
（13：00　渡多）

20 21

22
◆ 第４分会球技　
大会

23 勤労感謝の日 24 25 
◆区長文書
◆ 農業委員会定例
会

26 27 28 

29 30

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
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民
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み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
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と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
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ど
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下
さ
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。
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相
手
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キ
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ダ
ル
の
出
た

勇
ま
し
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ひ
っ
く
り
返
り
よ
る
神
輿

盛
り
上
り　

踊
り
ま
で
出
た
一
周
忌

（
肥
後
狂
句
講
座
集
よ
り
抜
粋
）

気
立
が
一
番　

顔
は
オ
ロ
ヨ
カ
抜
天
が

そ
こ
が
腕　

型
も
揃
え
て
釣
っ
て
来
る

一
泊
二
日　

母
さ
ん
に
は
じ
め
て
の
嘘

秋季全国火災予防運動

秋季全国火災予防運動
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ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

10月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 4 8   △ 4 △7

人　口（人） 4 , 6 4 2   △ 1 5 △8 0

男　（人） 2 , 2 0 4   △ 4 △1 7

女　（人） 2 , 4 3 8   △ 1 1 △6 3

▼
全
国
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
村
内

に
お
い
て
も
、
学
級
閉
鎖
な
ど
影

響
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
役
場
で
は
、
先
週

よ
り
全
職
員
マ
ス
ク
使
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
は
初
め
て
で

す
が
、
と
に
か
く
予
防
が
大
事
で

す
の
で
、
手
洗
い
う
が
い
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
で
も
注
意
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

ま
だ
ま
だ
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
先
に
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
は
、
皆
様
の
お
か
げ
で
大

盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
三
田
明
歌
謡

シ
ョ
ー
に
は
、
多
く
の
方
の
ご
来

場
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
日
の
朝

早
く
か
ら
、
追
っ
か
け
と
い
う
女

性
の
方
々
も
来
ら
れ
て
大
い
に
賑

わ
い
ま
し
た
ね
。

　

私
は
、
二
日
間
カ
メ
ラ
を
二
台

首
に
掛
け
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
走
り

回
っ
た
り
、
最
前
線
で
カ
メ
ラ
を

向
け
た
り
し
て
大
き
な
体
で
迷
惑

を
掛
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
が
、
祭
り
シ
ー
ズ
ン
で

す
の
で
、
飲
み
す
ぎ
ず
、
食
べ
す

ぎ
ず
、
体
調
管
理
に
は
注
意
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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西
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留る

な奈

康　

弘
山　

口

糸原　慎
しんのすけ

之介 くん　（３歳４か月）
父：英　樹さん

母：真理子さん（糸原地区）

【ママから一言】

　これに、父ちゃんからもらった黄色いヘル

メットをかぶるのが、一番のお気に入りです。

いろんなことをたくさん経験して、たくまし

く元気に大きくなってね！

〜 募 集 し ま す〜
　私が主役コーナーでは、子どもさん（赤ちゃん）の写真
の応募をお待ちしています。対象児は６歳未満児とします。
　また、自分をアピールしたい人もお待ちしています。

【連絡先】　役場総務企画課　☎３２—１１１１

○自己紹介 
　約６０年前に毎床地区に来て以来、ずっと梨園に
仕えてきました。今は、息子夫婦が梨園をしていま
すが、私も下払いなどをやっています。
　元々、身体が弱く、この歳まで元気にいることが不
思議なくらい。身体に異常がある時はすぐに病院に行
きます。お陰で薬はたくさん持っていますよ。( 笑 )
　元気な秘訣を聞かれても、運動が大の苦手で、運
動はしませんが、梨園に出たり、畑で野菜をつくっ
たりして、身体を動かしています。

○球磨村に思うこと
　今、農業就業者が少ないし、荒廃している農地も
多くなっているので、農業振興対策に頑張っていた
だきたいと思います。

毎床　弘
ひ ろ し

之  さん
 （８５歳　毎床地区）
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